


あけましておめでとうございます。

本年もみなさんにとって輝かしくよき年になりますよう心からご祈念申し上げます。

【これからの犬山づくりのヒント…】

昨年の秋に国宝犬山城を望む城下町に、国内外で店舗を展開するパンとコーヒーのある拠点がオープンしま

した。朝から並ばれる方がいたり、どの時間に訪れてもパンを求める方で賑わっています。こうした求心力のあ

る人気店が犬山を選んでくださったことは、嬉しい限りです。

そればかりではありません。このお店ができたことでさらに嬉しくすごく気になることがありました。それは、

ここで働きたくて若い4人の女性が犬山市に引っ越してきてくれたことです。ここにこれから「住むまちいぬや

ま」に転換していくための大きなヒントがあると思わずにはいられません。

【女性が魅力を感じるまちは…】

女性の転入が多い気になるまちがあり、その理由を探ると、そのまちの産業構造にサービス業を中心とした

第3次産業が盛んであること。まちの中心に事務や企画、販売、サービス、ITなどホワイトカラー職が立地する

こと。女性の転入が増えているまちは、女性が望む就業の場が多いことや、自身のキャリアを追求しやすい環境

が転入を促しているようです。また、コンパクトな都市機能や住みやすさ、地理的優位性などがあげられます。

こうしたまちは、出生率の押し上げにもつながっています。

【犬山市は「ちょうどいい」まち】

これまで犬山市は「ちょうどいい」「ちょうどいいまち犬山」を唱え、犬山市を売り込み、犬山市が儲かること

を考え、職員みんなと時には市長のトップセールスで犬山市の推し活を行ってきました。そこには動かなきゃ変

わらない。口を開けているだけでは何も入ってこない。との考えがあってのことです。その考えで「来るまちい

ぬやま」から「住むまちいぬやま」に転換を図っています。

何が「ちょうどいい」か？

人口規模やまちの大きさ、地域資源がいっぱいあって、まち過ぎず田舎過ぎない。大きなまちじゃないのに

鉄道駅が7駅もあって、国道41号の6車線化でアクセスがいいし、災害にも強い。こんなに「ちょうどいいまち」

はありません。だから、まだまだ新しいまちづくりも、企業誘致もできる可能性のあるまち犬山だと思っていま

す。

【その「ちょうどいい」のキーワードに、今年は「女性」を加える…】

女性の観点で、ちょうどいい犬山ならではの強みを核に、働く・暮らす・楽しむ・学ぶなどを一帯で設計してみ

たい。犬山市は、文化歴史や観光、川や里山の自然、名古屋市と岐阜市に近接という希少な組み合わせを持ち

ます。観光の強みやまだある潜在力と可能性を生活価値に置き換えて、女性の「安心と便利、自己実現」を同時

に満たす設計ができると思うし、無理な投資に頼ることなく犬山市の地域資源を活かせば転入増加を実現でき

ると思っています。その実行で、市民みなさんに住み続けたいと感じていただき、よりよい暮らしにつなげてい

きたいと考えています。

そんな思いで市民みなさんと犬山市に向き合い寄り添いながら、市民みなさんとともにこれからの犬山づく

りに挑戦していきます。引き続きご一緒いただき、ご指導賜りますようよろしくお願い申し上げます。

  令和８年　新年のごあいさつ 令和８年　新年のごあいさつ

「四年目の犬山への想い」「四年目の犬山への想い」

  犬山市長犬山市長 原　欣伸原　欣伸

おもおも
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新年あけましておめでとうございます。

市民の皆様には、輝かしい令和8年の新春を健やかにお迎えのこととお慶び申し上げます。

本年は「午年」。古来より、午の勢いよく駆ける姿は、「未来へ向かう希望」を象徴するとも言われております。

犬山市を取り巻く環境は、少子高齢化、人口減少というマイナスの変化が続く中にありますが、こうした時代

だからこそ、私たちは暮らしを支え合い、未来への希望を胸に、一歩一歩着実に前へ進むことが大切だと考え

ております。

市議会におきましては、通年議会制の利点を活かし、年間を通して各常任委員会が所管事務調査に取り組ん

でいます。現場の声に真摯に向き合い、課題を共有し、議論を深めることで、市民生活に寄り添った政策提案に

つなげてまいります。

引き続き、「開かれた議会」「信頼される議会」を目指し、誠実な議会運営に努めてまいります。

令和8年が、市民の皆様にとりまして、笑顔と安心に満ちた一年となりますことを、心よりお祈り申し上げま

す。

新年明けましておめでとうございます。

令和8年の輝かしい新春を迎え、市民の皆さまにはお健やかにお過ごしのことと存じます。

昨年は、愛知県制153周年を迎えました。2022年に県制150周年を契機に「あいち県民の日」が創設さ

れ、愛知の魅力を再発見していただくとともに、次なる時代に向けて、希望と誇りを持てる機会となるよう期待

しております。また、7月にはIGアリーナ（愛知国際アリーナ）がオープンし、スポーツだけでなく、コンサートや

ファッションショーなどエンターテインメントの新たな拠点となり、愛知県民に大きな夢と希望をもたらしてくれ

ることでしょう。

さらに、「国際芸術祭あいち2025」が開催され、愛知が誇る芸術文化を世界に発信するこの祭典は、これま

で犬山市が育んできた歴史文化とも響き合い、まちの魅力を一層高める機会になりました。そして、今年の秋

には、スポーツと平和の祭典である愛知・名古屋アジア・アジアパラ競技大会2026が開催されます。アジアの

45の国と地域が参加し、41の競技が実施され、熱き戦いを観戦することができます。市民の皆さま、トップア

スリートの素晴らしい活躍を会場にてご覧ください。

本年は、こうした愛知県の活力と犬山市の懸け橋となれるよう、市民の皆さまお一人おひとりが希望と誇り

を持てるまちづくりに取り組みます。特に「五郎丸東一丁目の新たなまちづくり構想(案)」の実現に向けて最善

を尽くしてまいります。

結びに、本年も愛知県・犬山市のますますの発展と、皆さまのご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げ、新年

のご挨拶とさせていただきます。

うま

よろこ

い

  「未来への歩みをともに」 「未来への歩みをともに」

大沢　秀教大沢　秀教

「『健康第一・気分UP!!』で飛躍の年に」「『健康第一・気分UP!!』で飛躍の年に」

  犬山市議会議長犬山市議会議長

  愛知県議会議員愛知県議会議員 中村　貴文中村　貴文
き　ぶんき　ぶん
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令和８年１月８日開催　犬山市新春記者会見資料

◎「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」（重点支援地方交付金）〔国令和７年度補正予算分〕

犬山市交付限度額  ５億8,730万円（うち「①食糧品の物価高騰に対する特別加算」分　２億4,261万７千円）

■対象予定事業

1 商品券の配布 産業課 令和7年度補正 ① ④

2 学校給食費の無料化 学校教育課 令和8年度当初 ③

3 上水道基本料金の無料化 水道課
令和7年度補正
令和8年度当初

④

4 タクシー利用補助 防災交通課 令和8年度当初 ④

5 民間保育所給食費軽減対策支援 子ども未来課 令和7年度補正 ⑦

6 省エネ家電買い換え促進補助 環境課 令和8年度当初 ⑤

【参考】 重点支援地方交付金 （生活者支援） （事業者支援）
　推奨事業メニュー一覧 ①食料品の物価高騰に対する特別加算 ⑥中小企業・小規模事業者の賃上げ環境整備

②物価高騰に伴う低所得者世帯・高齢者世帯支援 ⑦医療・介護・保育施設、学校施設、公衆浴場等に対する
③物価高騰に伴う子育て世帯支援 　物価高騰対策支援
④消費下支え等を通じた生活者支援 ⑧農林水産業における物価高騰対策支援
⑤省エネ家電等への買い換え促進による生活者支援 ⑨中小企業等に対するエネルギー価格高騰対策支援

⑩地域公共交通・物流や地域観光業等に対する支援

◎物価高対応子育て応援手当〔国令和７年度補正予算分〕

子育て支援課
令和7年度補正

（11月定例議会議決）

該当推奨事業
メニュー

予算措置

予算措置

内容

事業名 所管部署

所管部署

物価高対応子育て応援手当

概要

市民1人につき3,000円の商品券を送付
65歳以上の高齢者については3,000円を上乗せ

市内在住で給食が提供される小中学校に通う児童生徒の給食費を１年間
無料化

犬山市の水道を利用している世帯及び事業者の上水道基本料金を６カ月
間無料化（公共施設を除く）

市内在住の65歳以上の者が利用者登録を行い、利用する前日までにタク
シー事業者へ予約した場合、タクシー乗車料の半額を補助

令和７年７月～９月で実施した民間保育所への給食費物価高騰分の愛知
県との協調補助事業について、愛知県が補正予算により対象期間を拡充
したことに合わせ当市も拡充を実施

市内在住の65歳以上のみの高齢者世帯の高効率エアコン（※）への買い
換えに対し補助金を交付
※2027省エネ基準達成率100％以上の機器

事業概要

・児童手当の対象者１人あたり２万円を保護者に支給
　※令和８年1月16日支給開始


